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市町村別火災発生状況前年比較表

月 別 火 災 発 生 状 況
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１　出 火 件 数

比べ、１人減少しました。

本年は建物火災が２１件と全体の約６割弱を占めました。

２　焼 損 程 度

令 和 ５ 年 中 の 火 災 概 要

　令和５年中の火災は、前年に比べ６件増加し、３７件となりました。火災種別ご

とにみると、建物火災２１件、林野火災２件、車両火災４件、その他の火災１０件

でした。前年は、ごみ焼却等からのその他の火災が全体の約半数を占めましたが、

　火災による死者は１人で前年と比べ、１人減少しました。負傷者は２人で前年と

　建物火災による焼損棟数は４５棟、焼損床面積２，８５０平方メートル、り災世

帯は２１世帯、り災人員４７人、損害額は６８，６８８千円で全体の約８８パーセ

ントを占めました。前年と比較すると焼損床面積は、２，０６０平方メートル増加

し、損害額は４４，８７２千円の増額となりました。

　林野の焼損面積は、昨年と比較すると４アール減少し、７アールとなりました。

　車両火災は４件あり、乗用車やトラック等の４台が焼損し、損害額は７，２５９

千円となりました。

　その他の火災は１０件で、前年より５件減少し、損害は２，４８２千円でした。

なりました。

３　死 傷 者

　損害額の合計をみると、７８，４２９千円で前年より５３，４５９千円の増額と

らの出火も見受けられます。使用方法や耐用年数等を正しく守ってご使用ください。

ろ、放火の順となっています。また近年、電気機器の増加に伴い、バッテリー類か

　令和４年中の全国の出火原因については、たばこが最も多く、以下たき火、こん

め、各事業所、各ご家庭においても放火対策を心掛けて下さい。

　また、放火及び放火の疑いは０件でしたが、毎年全国の出火原因の上位であるた

４　出 火 原 因

　出火原因として主なものは、たき火・ごみの焼却が９件と最も多く、次いで電気

機器・配線が５件、たばこが３件でした。
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